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か. ソ連の大学に在外研究者 として(短期訪問の旅行者 としてではなく)滞在する道は
普通にはないのであるらしい.
帰国後,体験談をしゃべ り散 らしていたらたまたま本誌編集部の0氏が同席 していて,













§1. 観察雑記 (国際会議,モスクワ大学 )
ホテル代の話 §4に述べるようなモスクワ行きの経緯があったから,ぼ くはホテルは
国際会話の組織委員会には申込まず,旅行業者を通 じて単なる個人旅行 という形で予約
した∩ ぼくのホテルは 1953年に建てられたスター リン好みの尖塔 をいただくレニング
ラー ドホテルで. 19階のバス ･トイレつきのやや時代 ものの一室に 1日30 Rいレ-
ブ リ)で泊った ｡ 30R の中には毎 日1R,の朝食券 と期間中 1回の2時間ほどのバスで
のモスクワ市内観光が含まれていたい 19階のぼくの部屋は宿代 と同様 とても高 く.コ
ムソモール広場に面してヤロスラフ, レニングラー ド.カザンの3タ-ミナ/レ駅を眼下
にみおろす眺望絶佳なものではあった.他方,国際会議の組織委員会を通 じて申込んだ
人たちは 1日22Rでモダンなロシャ ･ホテルのバス ･トイレ付の部屋が提供 され,か
つ iRの朝食券 と3Rいくらかの正餐券,会場までの往復バ ス,市内観光, 2つの小旅
行等のサービスがその中には含まれていた.ぼ くが社会主義国での物の値段がその物に
含まれる中味と必ず しも一致 しないということを発見 した最初の坂合がこれであった
【のちに日本の3DK程度のアパー トの買取 り値段が日本の大衆車程度の乗桶車の値段





































そ う言って肩をす くめた )o実験の研究室であるせいか,ぼくの訪ねT=スタッフの部屋
部屋は実験装置 ･器具が広 く陣取 り研究者はその片隅に自分の机をおいていた.ある実







学教授 〔大学名失念 )で photoemissionの実験家P･0･Nielsson という人が 1年間
の予定でKondorsky の研究室に滞在することになっていたOのちに親 しくなったアナ
トー リイの物理学部の学生数を聞いてみたら2000人 くらいだという.一桁間違ってい




があって ｢ソレデ′､講議室二人 リキレヌデハナイカ｣ ｢学生をふたつのグループにわけ
て講義をしているのである｣そばにいたボリスが横から口を出して ｢中央大講義室は6





して,そのことをいうと.ボリスは ｢朝 9時から夜 22時頃まで仕事 〔勉強 )をするの
はむしろありふれたことだ｣とこたえた.ぼくは,ぼくが学生の頃から,社会主義国の
コムソモールなどの活動家に会 うことがあったら是非してみたいと思っていTC質問をア
ナ トー リイとボ リスにしてみた′､ 『コムソモー/レなどの指導的地位につくと物理の勉強
をする時間がな くなるだろう.そ ういう地位についた物理の学生は物理の勉強はどうし
ているか』 という質問である.こたえは. ｢勿論物理の勉強はできない.しかし.かれ









モ ス ク ワ滞在記 l
作 ら れ て い る 0 5 階 に は 広 々 と し た 学 生 閲 覧 室 , 目 録 室 , 開 架 図 書 室 , 国 内 雑 誌 室 をか
ね た ス タ ッ フ 用 閲 覧 室 . そ の 隣 り に 外 国 雑 誌 室 , 館 内 閲 覧 業 務 室 が あ り , ま た 図書 室-
の 入 口 に は ロ ッ カ ー ･ /レ - ム ( と い っ て も ロ ッ カ ー で な く て 鞄 を お く た め の棚 が あっ て
番 人 が い る ) が あ っ て . -図 書 室 - 入 る 前 に こ こ に 荷 物 を 預 け る . 4 階 に は 書 庫 と館外貸
出 業 務 室 が あ る . 物 理 の 図 書 室 の 長 は 気 品 あ る 老 婦 人 で あ っ た . 開 館 時 間 は土 曜 日を も
含 め て 平 日 は 8 : 3 0 か ら 2 1 : 4 5 ま で , 日 曜 は 1 0 : 0 0 か ら 1 7 : 4 5ま で で あ る.図書館
職 員 は 交 代 で お そ 番 勤 務 に つ い て い る よ う で あ っ た . モ ス ク ワ の 公 共 の建物 は クロー ク
･ ル ー ム が 必 ず あ っ て , 中 に 入 る 時 外 套 , 帽 子 , 場 合 に よ っ て は 手 荷 物 も必 ず預 け るよ
う に な っ て お り . モ ス ク ワ 大 学 も そ の 例 外 で は な か っ た か ら , 図 書 室 が 日曜 あるいは夜
1 0 時 近 く ま で 開 い て い る と い う こ と は , 玄 関 の と こ ろ の ク ロ ー ク ･ ルー ムの勤務 者最
低 1 人 , 図 書 室 前 の ロ ッ カ ー ･ ル ー ム の 勤 務 者 最 低 1 人 が , 図 書 館 職 員 の他 にそ の時 間
ま で 働 い て い る と い う こ と で あ る . 実 験 室 の 自 分 の 机 で は 店 を 拡 げ て仕 事 をす るには狭
す ぎ る と い う こ と が あ る せ い か し 理 論 の 研 究 室 の こ と は 知 ら な い ), 図書 室で勉 強す る
と い う 風 潮 は 日 本 よ り あ る よ う に 感 じ た し 日 本 で の ぼ く が , 雑 誌や コ ピー を 自分 の部屋
に も ち こ ん で そ こ で 読 む , 図 書 館 を 勉 強 部 屋 と し て は 利 用 し な い とい うくせ を もってい
る た め に . こ う 感 じ た の か も 知 れ な い ) . ス タ ッ フ 用 の 閲 覧 室 に は約 ･50 の席 があ り,
よ く 図 書 館 で み か け る よ う な 前 立 の つ い た 個 人 机 が 配 置 さ れ て いたが,午 前 9時 にはほ
ぼ 満 席 に な っ て い た . ぼ く の 経 験 で は 9 時 頃 ま で に 出 て 来 た とき には大体 空 き席 をみつ
け る こ と が で き た が , 9 時 半 近 く に 出 て 来 た と き は 席 は 全 部 ふ さがってお り. そ うい う
時 は 閲 覧 室 の 隣 り に あ る 外 国 雑 誌 室 の テ ー ブ ル を 利 用 し た.週 の半ば頃 の 日には此処 も
か な り こ み あ い , 雑 誌 と ノ ー ト を 横 に 並 べ て お く と 隣 の 人 の領分 をお かす ので. ノー ト
を 手 前 に 雑 誌 を 向 か う に と い う 工 合 に お い て 勉 強 し た . もっ とも閲覧室 の 占有 され た机
の す べ て に 人 が い る と い う 場 合 は ま れ で . 2 割 く ら い は雑誌 や ノー トがお いてあ るだけ
で あ っ た . ｢机 を 占 有 し た ま ま 1 時 間 以 上 席 を 外 し て はな らない｣ とい う貼紙 が壁 にあ
っ た け れ ど も , こ れ は 必 ず し も 守 ら れ て い な か っ た よ うで あるOぼ くも昼 食や 夕食 を と
り に 出 た と き に は , 確 実 に こ の 禁 を 犯 し た .
ス タ ッ フ 用 閲 覧 室 で 勉 強 し て い る 人 の ほ ぼ 半 数 〔ち ゃん と数 えたわ けではないが )は





















面白かっにのは,いわば第0番に相当する書架数個 し1個は高さ約 2m,巾約 1m )が
マルクス主義関係の本にあがられていたことである.まず,第 1番目の書架がロシャ語
のマルクス ･エンゲルス全集,第 2と第 3の書架がレーニン全集 (これは各巻 10冊く
らいづっおいてある ),第 4の書架がマルクス ･レーニン主義哲学 〔弁証法的唯物論,
史的唯物論 ),マルクス主義政治経済学,社会主義の政治経済,第 5の書架がソ連共産
党史関係の図書にあてられていた.アナ トー リイとボリスが話してくれTc'所によれば,
物理学部でも正課として, ソ連共産党史,哲学 〔弁証法および史的唯物論 ),政治経済
学,科学的共産主義について学ぶということであった 〔アナ トー リイが ｢弁証法は--
ゲル以降を,史的唯物論は･･････｣といいかけたのをぼくが一瞬唯物論の歴史と勘ちがい
して話をひきとり, ｢--ギリシャ哲学カラヤルノカ｣ ときいたら,アナ トーリイはけ
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にある. 1963年にVossovskyの編集で "金属 ･合金の強磁性の理論〝 という論文選
集がモスクワの外国文献出版所から発行 されている.これはかなり読まれているらしく.
そこに日本人の論文としては Shimizuの1960年の 2編の 論文が露訳 ･採録 されてい
るせいか,ぼくが日本から来たというと,ほとんどの人が,ではShimizu を知ってい
るか, とぼ くに聞いた.この論文選集に採録された論文 リス トは付録 としてこの報告の
末尾に添えておく.ソ連でその当時どういう仕事が評価 されたかの参考資料になるであ
ろう.論文が露訳 された日本人は Shimizuだけかと思ったら必ずしもそうではなく,













いたのだが,多少気持 ちにゆとりができて来て,休憩時間に本を物色 した りしはじめた
のが8月 26日だった.本屋のおばさんに ｢ボンソフスキーのマグネティズムはあるか｣
と聞いてみT=ら ｢昨 日売 りきれてしまった｣ という答だった｡街でクニージュヌイ ･ミ
-/レ〔本の世界 )とい う建物 をみかけたことを､思い出して ｢どこか他の本屋,たとえば
クニージュヌイ ･ミール-行ったらあるだろうか ?｣ ｢いや, どこにもないだろうoこ
の国際会議のためにここに5冊配給があったのだか ら.そして昨 日みんな売れてしまっ
た.｣この話 をVedyayevにして残念がったら ｢よし,おれが探 してやる.あさって会
う時 もってきてやる｣ と言った.そして,かれの本 (多分 )をぼくにプレゼン トしてく
れた. ソ連の本 としてはかな り高価で6.73R,約2500 円の本である 〔ちなみにぼ く
が同 じ店で買ったランダウ ･リフシッシの理論物理学小教程第 1巻 "力学 ･電気力学 ･
(1969年 )は270頁で54K Lカペイク100K-1R),第 2巻 "量子力学〝 〔197
2年 )は370頁で79Kであった ).
このように大きな百科全書的な本 を作ったのは, ぼ くの想像では, 63年の論文選集
以後の磁性理論の展開が多岐にわたっていて論文選集方式では膨大になりす ぎて拾収が
つかなくなるためではないか と思 う.ぼ くは以前からずっと気になっていたことが一つ
あったので.それがこの本でどうなっているかをしらべてみた｡それはNagamiya-
Yosida-Kuboの反強磁性についての総合報告 〔Adv｡Phys･旦〔1955)1) が本文




914年のMn一化合物に関する論文 〔ネール点での磁化率異常を観察 ･記録 した歴史的
に最初の もの.この年Honda-Son昌は 2つの論文を発表 してお り.あとの方のものが
Fe_およびCr~ 化合物についてのものであったが,このあとのものだけが文献 リス ト
に採録 されTC)を文献 リス トから脱か し,また反強磁性物質データー一覧表からもMnO
の欄にあってしかるべきこの文献 とそのデーターを落 していた しこの歴史的文献は
K.HondaundT.Son占:sci.Rep.TムhokuImp.Univ.3(1914)139-152




性体の一覧表 (表22.1)のMnOの項および関係論文 リス ト(pp763-773)から上記
論文は脱落したままであった (同年のFe_およびCr-化合物の方の論文は文献番号136





























の女の本式のロシャ語 とぼくの片言のロシャ語 とで.ぼ くの常に携行していた ロシャ語
辞書を時には使いながら会話し,ぼくがかの女について知 りえたことはおおよそ次のよ
うなことであったのかの女はロシャ連邦共和国に属する トウヴィ- ン自治州の出身であ
る.この 9月からモスクワ大学の物理学部に入学す ることになった し9月 1日から新学
期が始 まる ). 3日間 汽車 にゆられて (それか ら多分飛行機に乗継いだといったの
だと思 うが,それはよく分 らなかった )モスクワに着いた｡辞書にのっていたソ連の地
図をみたら, トウヴィ-ン自治州はバイカJL,湖のやや西,蒙古 との国境に近 い所にあっ
TC.おそらくそれは辺境の地 といってもよい所であろう.もし十月革命がなかったら,
かの女は遊牧の民の一員であったかも知れない.一族の男T=ちにかしづ く生活かも知れ













は感 じず, ロシャ語をソ連の母国語 ･民族語 と解する向きがあったのではなかろうか












いたが37年頃から手紙が来なくなったので, 自分 〔Kondorsky)は本多はその頃亡 く







もらい.会見の時は同席 して通訳 してもらったらよいだろう｣ と助言 してくれT=.
Miryasovの問題意識はぼくのそれ とはちがっているようだし,忙 しそ うな Vedyayev






















































昼の景乱 夜行の山行き列車をまって新宿駅で坐 り土んでいる登山者の艶 かれ自身の
富士登山の記念写真とともに.タイプで打ったロシャ語の記事がタイプ桶紙 5-6枚に
わたって書かれていた..東海大学の松前学長が社会党の議員であったこ幸 を強調 し,ま






















が ｢9月 11日.火曜 臥 7月40分--｣ という書 き出しに始まり,ほとんど20分
か30分おきに事態の進行の模様がタイプ用紙数枚にタイプされ ｢14時 15分,--
〔おそらくアジェンデの死 )｣で終っていた.ロシャ語でタイプされていたので詳 しい
中味は分らなかった (日本-帰れば日本の新聞に報導 されているだろうと期待 したが,
帰国後読んだ親間には自殺説は報導 されていたが,アジェンデのこの最後のTCにかいの
有様は報導されていなかった ).チ リ共産党書記長コルバランがKhunta (ソ連ではチ
リのファシス トをスペインめ政治結社 し岩波 ロシャ語辞書による)になぞらえて,フン
タと呼んでいた )につかまった時の壁新聞も怒 りにみちたものであった.アジェンデと
コルバランの大 うっ しの顔写真が黒枠で囲ってあり,コルバランを救え/とい う微が大
きく書いてあった 〔ぼ くは,これをコルバランの眠 りと読みちがえ,ボリスにたしかめ
るまでコルバランが殺されたのかと思っていた. )ゲバラの言葉,ネ/レー ダの詩,- ミ
ングウェイの詩の抜粋なども書かれていた.ヴィク′トール ･ノ､ラの死を悼んだ文もあっ
た.虐殺現場の写真に ｢われらのデモクラCIA｣というコメントがつけれあった りし
た.これ らチ リ関係の壁新聞の総見出しは ｢チ リー 地球の痛み｣というものであった.
〔その他,エフ トシェンコはプラウダにコルバランに捧げる詩をかいていた.また,た
またまチリを旅行中だった日本人学生がクーデターに出 くわし,旅券 をみせたのにつか
まって収容所に何 日かぶちこまれた記事 〔たしか共同通信 )もプラウダに出ていた (こ
の30行ほどの記事をぼ くは物理の図書室で辞書をひきひき時間をかけてよんだ.帰国
後よんだ日本の新聞ではこれに相当する記事は見かけなかった ).テ レビでもチ リ特集
の番組 をくんでいた.新聞の国際欄は,ぼくの滞在中ずっとチリ関係のニュース - チ
リでのできごとおよびそれ-の世界中での抗議行動を報導しっづけていた. )中東戦争
についても, ソ連の新聞は中東戦争開始直前のイスラエルの準備行動 一 予備役軍人の
-584-
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日本語科 3年生のヴェ トナム人男子学生から ｢アナタワ日本人デスカ, ワタシハヴェ ト
ナム人デス｣と日本語で話 しかけられたことがある )∩だから,この掲示板に貼ってあ
った連絡 もアラビヤ語 〔文字から推察 )あり, フランス語あり,スペイン語 〔推察 )あ'
り,中央アジヤ風の文字でかかれたものあ り, ドイツ語ありという風でまことに多彩で
あっT=.英語でかかれT=ものもあったがi それはイン ド人学生協会 の ｢今度イ ンド-ソ
連間の協定の中味が前進して,留学インド学生数がふえる云々｣との旨の連絡文であっ
7こ●
亡 くなった人 物理学部の玄関を入った ところホールには,太さ7-80cmくらいの
太い四角い柱が数本ホールを貫いて立っている.これ らの柱 もまた掲示板の役割 をして
いる.あるP,この柱の一面が赤い布でおおわれて,そこに黒枠で固まれ7:(_若い女の人
の写真 がかかげられていた.写真のす ぐ下に名と父称 と牡がかかれてお り,生年月 日と




見えた ),鉢植の数個の花がおかれていた.翌 日みたときには三角フラスコに挿 した可









って, 2, 3日後にOKの返事をもってきて くれた.それで 2度ほどその書記局をたず
ねていろいろきいてみた.
ソ連 では新学年 は 9月 か ら始 まるが入学年 令 は満 7才 であ り,10年 間学 校
(Shkola)に在学する.そのあとで大学に進むO大学には単科大学 (Institut)と縁合
大学 (Universitet)がある.モスクワ大学物理学部の入試科 目は数学 2,物理 1, ロ
シャ語 2の計 5科目である. ロシャ語 2科 目というのはイズロジェ-ニェとサチニェ-
ニェで, この区別はコムソモール書記の説明をきいただけではよく分 らなかっ冗.多分,
作文 と論文とでもいった意味あいをもっているのであろう. ｢入試は難かしいか｣ と尋
ねたら書記は顔 をしかめて ｢非常に難かしい｣とこたえた (かれは既婚の大学院学生
し男 )である.大学入学以前にどの程度の基礎知識をもっているのか と思い.微積分は
大学-入ってからやるのかと開いてみたら,微積分の初歩は学校でやってくる, とのこ
とであった.モスクワ大学物理学部の定員は 1学年あた り500人 〔ここらの数辛.節
出のアナ トー リイの話 と若干 くいちがうがこちらの方が正 しかろう).在学年限 5年半
でこの最後の半年は卒業論文の仕事のための期間である.大笥完は 3年間で定員は 1学
年あた り60人である.在籍女子学生数の比率は現在約 25%とのことであっTC.外国
人学生は2つのグループを別につ くって教育がなされているとのことだった 〔ボ リスに
よれば天文の講座に4年生か 5年生の日本人学生が1人いるそ うである ).
コムソモー/レ-の物理学部学生の組織率は約 94goだそうである.各学年に450人
を上まわるコムソモール員がいることになる.一階ホールの掲示板には各学年ごとのコ




れない,いろんなことをやっている. という答がかえってきた し中央舘のチ リ問題の壁
新聞のそばの太い柱には,コムソモール員はソ連平和委員会-行って仕事を手伝えとい
うコムソモール委員会からの伝達や,コムソモールとしての行動スケジュー/レなどが貼






て来ない.そこで一計を案じて, ｢ショーロホフに "静かな ドンP ともうーっ有名な長




































冗.ぼくは帰国したらす ぐ英文のJASONの関係の資料を送ると約束 し冗 (ぼくは帰国
後約束を果した ).
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